
|

|

延

だ

≡

纏

唾

罐

正

一≪
瑳

纏

モ

≡

だ

二
．逼

理

唱

週

唱

逼

珂

唱

竃

唱

０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１１０

‐２０

‐３０

‐４０

ｍ

‐６０

‐７０

（υ

　
‐
‐
」

一
三

一
〓

一
〓

〓
」
〓
」
‐」

一一
」

百
」
」
に

一
〓

一
〓

一
〓

〓
一
〓

・
〓

・
」
〓
一
」
・
」

・
〓

・
〓
・
〓
一
〓

・
〓
一
〓

一
〓

一
〓
一
〓
一
〓

一
〓

一
〓
一
〓

〓
一
〓
一
〓
一
二

・
〓

・
〓
・
〓

一
〓

・
〓
一
〓
一
〓
一
〓
一
〓

一
二

・
〓
・
〓

・
〓

一
〓
一
二

・
〓

一
〓

一
〓
一
〓
一
二

一
〓

一
〓

一

一
白
撃」にい」・一一ｒ一一一「　・一　　」許

・一ヽ
一一一・　４一ｒ・一　一一一一一「　・一一一十一

一　

　

・
　

　

一
　

　

　

　

　

，

”
け

′

　

　

．

I:.: 十奪1

´
ｒ
　
‐，、Ｆ
一
　

‘一

″
:|

山|
ヽ́/1

320     310     300     290     280 260     250     240     230     220     210     200     190     180     170     160     150     140     130     120     110     100     90      80      70      60      50      40      30      20

「一
■
■

一
■
一　
■
砂
瀬
れ
響
ｈ
神
一〓

　

・
一
　

一
¨

・・

一・一・́一一一　一
．一
一一一一一一一　一　　　　　　　　　′‐・　‐́
ぃ　‐‐１・１１‐̈７，一行（一」一ヽ一
ｈ”
一‘・‐一　　　一　　ヽ・一）
一一一́
〔̈
　・一一， 一

¨
　

一　

一　

一
．、

一一．^

一

」‐
・一一［

一　

　

‐‐
　

・̈
　

　

」
・̈
一
一‐̈，・
一一　

一　

一̈

　

」

・一　
Ｉ
　
・
一
■
一
●
■
一
一
．　
　

　̈
　
一
．■
人
け
か
・

．　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　ヽ
　
　
”　
　
　̈
　
　
　
　
‐　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
　
　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一̈
一
　
．‐
．
¨
一
■
」
「
「●
一

一　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

・

　

¨

¨

　

一
　

　

「
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

∴一一〓」一、ｒｒヽ・．，一」””一一　・・ｆ一｝　〓Ｆ一一一〓一一̈̈
〕一一一一一一

十
■
ｉ
中一二
ど
継
』
二
…………―‐‐‐‥
〓
♯

一
　

　

　

　

　

　

　

一
■
　

　

一
　

　

　

′

　

‐

　

¨
　

‐

　

・　

ヽ
―
一

一
一
　

　

・
¨

一．「
一

・

´
　

一　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

一̈
．・一・・
．

一　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一　
・　
　
一　
　

・̈　
　
　
　
　
・　
　
　
　
・　
　
‐‐
´
ツ
　
′　
　
　
　
　
　
一　
　
・　
　
　
．　
　
一̈
　
一　
　
　
一‐‐
一
　
・　
一一
【
一　
．
一　
　
一　
一
　

　̈
・
．　
　
・・
　
一　
　
　
一　
一一
一　
　
一
〓
　
」・　
一̈

一
　

１

一

¨
　

　

‐

・●
，

，

一

・
●

一
　

‐
―

●

　

●
■

・
Ｌ

＾
Ｌ

・

一
　

・
　

¨

一

●

――‥

　

一
〓
●

、
一
●

「

　

　

・
・‐

　

　

　

一
一

‐、●

・

一

一‐

一
一
・

一　

．
¨

●
一

り̈

一

′

・

一
一
一
、

一
「
一一・
「
・・

．

¨
一
　

一‐′，

●

」
一
¨

¨
、

一〔
一
「
■

一
　

一「・
　

　

・、

一

一一一
一
一
一

一

●

一　
　
だ、　
　
　
一一　
一一　
一
，　
一「
　
一
一
・・　
　
・　
・
ヽ
　
一
「
一̈「　
一　
　
　
一
」、　
　
　
一一　
一
・
一　
一
一一′」［　
ヽ
一
一̈
　
・■
Ｊ
＾
・′　
一一
〓
■
．
一
「一
・一　
　
一　
　
‐
・
‐
“
一　
一「　
　
一　
中一
一

‐
　
　
　
一　
‐ｒ
ｉ
　
　
一●
′
¨
ッ
／
一
「一一
一
「「
′
　
‐‐
　
・　
戸　
一
　
¨
一●
一
　
¨
一　
　
一つ
”
・
．
一
一
一
．
一
一
一
「一
一
・
　
　
一
一　
・
・一
〓
　
¨̈
　
　
　
・
　
　
「∵
一
一　
一
　
一

一
　

　

．

一
‐
　

一「

¨
一

一一
一
一
ぃ
一］
ヽ
、

．‐
一）一，

一
一
一・

一

ヽ
「

一）
一

「
、

ヽ
一
Ｉ
一

ｒ

一
一

一」一●
／
」′

一
一一
　

　

・
　

・
´
「
一」̈

一
一
一

●
）

一
一　
　
　
　
一　
一　
　
　
　
‐
　
一し
　
　
　
　
　
‐一
，
．̈
　
一
ｒ
　
一　
　
　
‐‥，
　̈
　
”
一
一一́
一
“
　
　
　
　

　̈
，
　
一
』
　

一
¨̈
　
」
　
　
・　
．
一
「
　
一　
　
　
　
　
．，
一
　
一　
〕

一
一

・̈　
・

Ｌ

一
Ｌ

　

Ｉ

一

　

」

¨

「
　

一

　

■

―

― Ｉ

Ｌ

¨

― ―

ル

ー

¨

」

‐ ―

― ―

［

¨

―
―

〓

― ―

■

Ｌ

「

「

Ｌ

Ｉ
Ｉ

「

― Ｉ

Ｆ

」
ｒ

　

¨

一　

　

」

‐ ―

」

ｒ

［

」

］

―
―
―

］

「

― ―

■

一

い

日

日

「

‐

―

―

＝

― ― ―

― ― ―

― ― ―

‐ ―

‐
― ―

］

一
．
― ― ―

― ― ‐

‐

―

‐ ―

‐ ―

■

十

１ １

』

―

‐

―

■

´

一
　

■

中

― ― ―

■

一

］

‐ ―

■

・

■

●

´

■

■

　

　

一

一一　　一・・一一．一一　一　一一一「一　一一一一一　^一一一・　　一　一一　　　　・　一一一　一一「一一一一一一一一一一一・一一̈　　・・一一ｒ̈
一一一　　・一一一一」一一　　一一　　一

一・　　一．一・一一一一．一・・一　一一一一．　　一一一一　　．一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一　一一一・一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一一　　一一　　一

．
Ｉ
・

一

、
　

　

　

　

　

¨
」「
一̈「フ
一

日

．」一
一
‐‐‐一
・̈
一

，
―

・　

．
一
●
］

一̈一
ヽ
一
　

一
一

一

、
一^

・̈

・
¨
．
″

一

　

「
　

一　

一

一　

一̈
　

，
一

り

・̈̈一
一一一，
一

¨

・卜

一
一
　

一
一　

一・
一一
′

・

一
一

一

一
一

―

一

一‐

・

一
ｉ ‐

．

一

　

一

　

・

¨

　

一

一

‐
‐

・

一
・

一

一一中脚］竃〓鎌一刊一一可・，・・」孵・・　　　　　　　　　・ム脚　　　，一一　　　．一一一一一ィ．一一．「一一　一一　一

!よ

継iF⑤

一
一
一
一
一
一
二
一
一
．
．
．
．
一
．
．
．
．
一
．
．
．
．
一
．
．
．

・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
・
・
・
・
一
・
・
・

．
．
一
．
．
．
．
一
．
．
．
．
一
．
．
．
．
一
．
．
．
．
一
． ４
．
一
一
．
．
．
．
一
．
．
．
．
一
一
一
一
一
一
．
．
．
．
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
．
．
．
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

２‐０

２２０

２３０

２４０

獅

２６０

２７０

劉

一
一
一
一
一
一
一
一
・
・
・
一
一
一
一
一
一
一
・
・
・
・
一
・
・
・
・
一
・
・
・
・
一
・
・
・
・

ぶ響 :`,        一  ‐   二 :- 1ヽ  」 ―・ /i:|:″  :だ |11)| ● 11./ し'
||:1甲 議欝龍

口 :|
圏 t.
■  `i
■ |:'

日 :■
■ ■ ■

■11:ナ ,|■
■女」生医学教=■知 酸 1.ま ォ,邊′P麟 首1-ヽ
1  11   1   1   1

1 1ヽ

県
は
治
療
費

■
薇
角
一担
を

‐――
■
，
一
主
筋
，
■
，

一
一̈
一一】

ヽ
一一
一
一・
・̈

一

「
一

一
一
一
・
一
‐

‐ ―

一
〓
　

一
■

‘
‐
　

　

，
　

、

(IIサ ,「
′し
111′ 111:l ti■ ||:i11ア

=  11 =11‐「
li ,| 
‐

'′

:｀

Kodak Color Control Patches
VVhiteMagentaYellowGreen



40      30

…
|…
|…
|…
|…
|…
|…
|…
|…
|…
|…

|

310     300     290     280     270     260

''|.'''|'1111'1':11'111''''|''..|. |

250     240     230     220

.|…

|…
|…

|…
|

350     340     330

‖
…|… …|… |…

…
|… |… |… |…

400     390     380     370     360

一
．．
．
．
一
．
．
．．
一
．
．
．
．
一
．
．．
．
一
．
．
．
．一
一
一
一
一
一
一
．
．．
一
．
．
．．
一
．
．
一
一一
一
一
一
一一
一一
．
．
一
．．
一
一
一一
一
一
一
一一
一
一
一一
一
一
．
．一
．
． 十一
一一
一
一
一
一一
一
一
一
一一
一
一
一一．
． 一
一
一
． 一
一
一
一
一一
一
一
一一
一
一一
一
一
「一

〇

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００

１１０

¨
　

「
ワ
ン
」
と
ひ
と
鳴
き
三
千

円
？
　
大
や
ネ
コ
を
飼
っ
て
い

る
人
か
ら
年
間
三
千
円
か
ら
五

千
円
程
度
の

″大
税
″
な
ら
ぬ

「
飼
育
許
可
手
数
料
」
を
い
た

だ
こ
つ
か
１
レしい
つ
話
が
、
い

ま
県
衛
生
部
で
持
ち
上
が
っ
て

い
る
。
も
と
は
と
い
え
ば
、
大

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
現
在

の
登
録
手
数
料
だ
け
で
は
賄
い

切
れ
ず
に
低
下
し
て

「
か
ま
れ

た

襲
わ
れ
た
」
と
書］情
が
絶

え
な
い
こ
と
が
原
因
。
そ
こ
で

¨
サ
占

ス
里

の
霧

を
誘

　̈
て
の
苦
肉
の
策
だ
が
、
果
た
し

　̈
て
こ
の

″受
益
者
負
担
″
、
大

　̈
好
き

。
大
ぎ
ら
い
ｏ
中
間
各
派

　̈
で
、
ど
の
よ
う
に
受
け
政
ら
れ

　̈
る
か
…
。

い
ま
、
合
法
的
に
大
を
飼
お
う
と

す
る
と

「
狂
大
病
予
防
法
」
の
定
め

に
よ

っ
て
、
年
間

三
百
円
の
登
録
手

数
料

（舞
札
代
）
と
年
二
回
の
予
防

注
射
代
、
計
八
百
円
の
合
わ
せ
て
千

百
円
を
支
払
え
は
自
由
に
飼
え
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。

県
内
に
は
四
十
八
年
度
現
在
、
約

五
万
一全
十
匹
の
登
録
大
が
い
る
が
、

獣
区
に
支
払
う
生
含
４など
を
除
く

と
、
年
間
二
千
万
円
く
ら
い
し
か
県

の
大
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
入
っ
て
こ
な

(7)1社
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会1下 昭和49年 (1974年)11月 18日 
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新 お 日 載 Cこ夕手め

「英
語
よ
り
簡
単
か
も
」

い
計
算
だ
。
県
衛
生
部
は
、
そ
れ
を

財
源
に
年
潤
約
四
千
七
百
旺
の
野
犬

を
捕
獲
し
、
約
六
千
匹
の
不
用
大
を

引
き
取
り
、
約

一
万
匹
の
大
を
入
為

的
に

″
昇
天
″
さ
せ
る
な
ど
し
て
い

る
が
、
持
ち
込
ま
れ
る
苦
情
は
、　
一

日
平
均
七

・
八
件
。

さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
の
詞
育

指
導
か
ら
不
用
動
物
の
引
き
取
り

・

「
そ
う
で
す
か
あ
。
日
本
一『

も

っ
と
難
し
い
の
に
。
日
本
語
を
間
違

え
て
生
徒
さ
ん
に
笑
わ
れ
る
こ
と
も

よ
く
あ
る
ん
で
す
」

サ
ハ
リ
ン

（
樺
太
）
に
生
ま
れ
育

っ
て
、
四
十

一
年
喜
れ
、
十
四
歳
の

時
、　
一
家
で
日
本
へ
引
き
場
げ
て
来

た
。
だ
か
ら
、
ロ
シ
ア
語
勉
強
の
苦

労
な
ん
て
、
こ
の
人
に
は
な
い
代
わ

輸
ｒ
ｌ「茨
城
の
中
学
へ
入
っ
た
の
で
す

が
日
本
語
掌
え
る
の
に
精
一
杯
で
し

た
。
一
月
半
で
か
た
こ
と
く
り
い
話

せ
た
で
し
ょ
う
か
。
土
浦
の
高
校
ヘ

入
れ
た
の
は
、／数
学
と
物
理
、
化
学

の
点
が
よ
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
学
科
で
す
と
、
日
本
よ
り

十
六

リ
ン
の
方
が

進
ん
で
る

み
た

い
。
日
話

の
試
験
は
半
分
く
ら
い
で

き
た
の
か
な
あ
」

―
い
ま
、
お
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す

変

日
本
語
。

「
い
え
、
例
え
ば
ま
だ

″
雨
″
と

″
餡
″
、
　
り
橋
″
と

″
筈
″
の
ア
ク

セ
ン
ト
の
違
い
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
し
、　
″
通
る
″
と
発
音
す
べ
き
な

の
が

″
取
る
″
に
な
っ
た
り
す
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
東
京
で
逓
訳
し
て

た
こ
ろ
、
私
の
日
本
語
を
日
本
語
に

訳
す
人
が
も
う

一
人
付
い
た
り
し
ま

し
た
。

（
目
を
輝

か
し
て
）
私
、
テ
レ
ビ

の
時
代
劇
見
る
の
好
き
な
ん
で
す
け

ど
、
わ
か
ら
な
い
言
葉
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
す
ね
。
工Ｒ

目
杏
で
は
チ
ョ

ン
マ
グ
結
っ
て
て
、
上
下

（
か
み
し

も
）
者
て
、
刀
で
戦
っ
た
な
ん
て
こ

と
日
本
へ

来
て
初
め
て

知
り
ま
し

た
。
サ
ハ
リ
ン
ヘ
日
本
の
映
画
も
来

ま
し
た
け
ど
現
代
劇
で
し
た
。
時
代

劇
は

ほ
ん
と
に

珍
し
い
。
そ
れ
で

瓢
旧
　
し

私
、
日
本
の
古
い
も
の
探
し
て
歩
き

た
‘、な
っ
て
日
光
へ
は
一一一回
も
行
さ

ま
し
た
。
音
の
日
本
は
す
ば
ら
し
か

っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
家
の
造

り
々

着
物
、
瀬
一戸
物
、
感
心
す
る

こ
と
ば
か
り
で
す
。
来
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
年
に
な
る

新
潟
で
も

古
い

所
、
探
し
歩
い
て
い
ま
す
」

―
面
自
い
も
の
見
つ
か
り
ま
し
た

亀

保
護
、
公
共
の
場
で
の
負
傷

ｏ
死
亡

動
物
の
収
谷
・
治
療

。
埋
葬
、
安
楽

死
施
設
の
設
置
ま
で
を
、
全
部
、
県

の
行
政
責
任
で
や
り
な
さ
い
、
と
す

る

「
動
物
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
＝
通
称
ペ
ッ
ト
法
＝
が
、

実
際
に
動
き
出
せ
ば
、
，た
だ
で
さ
え

火
の
車
の
大
サ
ー
ビ
ス
部
門
が

″破

産
″
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。

安
楽
死
施
設
を
備
え
た

「
動
物
保

護
セ
ン
タ
ー
」
を
県
内
六
カ
所
に
建

設
す
る
と
し
て
、
施
設
費
だ
け
で
ザ

ッ
と
二
十
億
円
。
年
間
の
運
営
費
が

約

一
億
口
蹴
婁
に
な
っ
て
ノヽ
る
。

１
さ
て
、
ど
こ
か
ら
ひ
ね
り
出
し

て
ノヽ
る
か
「　
　
　
　
　
　
´

，同
部
は
最
初
、　
″大
‥
不
コ
税
″

を
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
徴
収
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
し
、
全
国
の
市
町

村
の
な
か
に
は

″大
税
″
を
と
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
県
税
収
入

の
な
か
に
占
め
る
割
合
が
少
な
過
ぎ

て
、
微
収
作
業
の
手
間
の
ほ
う
が
多

く
な
る
。

そ
こ
で
第
二
案
。
ベ
ッ
ト
法
の
施

行
に
伴
い
県
条
例
で

「飼
育
許
可
手

数
料
」
を
定
め
、
徴
収
し
た
ら
ど
う

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
現
に

京
都
府
で
は
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ヒ

ョ
ウ
、
ク
マ
、
プ
ウ
に
つ
い
て
は
、

年
間
五
千
円

の

「飼
育
許

可
手
数

料
」
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
大
、
ネ

コ
ま
で
と
な
る
と
本
県
が
初
め
て
。

同
部
は
、
徴
収
方
法
や
対
象
動
物

な
ど
具
体
的
な
点
を
検
討
し
、
で
き

れ
ば
来
能
反
か
り
で
も
実
脚
し
た
い

考
え
だ
が
、
そ
の
前
に
飼
育
許
可
手

数
料
の
妥
当
性
を
め
ぐ

っ
て
ひ
と
論

争
あ
り
そ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
大

や

不
コ
自
身
に
と

っ
て
は

「
ニ
ャ
ン

′

と

｝つ
、
か
な
ワ
ン
」
と
い
う
こ
と
に

な
時
そ
う
だ
。

泉
市
泉
阿
一
の
関
木
工
所
Ｕ
関
昌
世
さ

ん
経
営
―
の
木
材
加
工
工
場
か
ら
出
火

同
工
場
木
造
平
屋
四
百
七
十
平
方
研
を

全
焼
、
わ
き
の
作
業
場
木
造
平
量
百
二

士
半
方
メ
、
物
肇
木
造
二
階
建
て
七
十

平
方
研
も
全
焼
し
、
さ
ら
に
関
さ
ん
の

住
宅
木
造
平
屋

百
六
十
五

平
方
所
を

半
焼
し
て

同
四
時
三
十
分
こ
ろ

消
え

た
。関

木
工
所
は
割
リ
バ
シ
や
薄
板
な
ど

を
製
造
し
て
い
る
工
場
で
、
関
さ
ん
方

で
火
事
に
気
が
つ
い
た
と
き
は
同
加
工

工
場
の
体
甜
業
一付
近
が
慾
え
上
が
っ
て

い
た
と
い
う
。

五
泉
消
防
署
は
ハ
シ
ゴ
車
を
除
く
五

台
の
全
消
防
車
を
出
動
さ
せ
る
と
と
も

に
隣
の
中
蒲
村
松
町
消
防
署
か
ら
も
一

台
の
応
援
を
求
め
、
市
消
防
団
も
十
一

台
の
可
搬
式
ポ
ン
プ
を
投
入
、
消
火
に

当
た
っ
た
。

燃
え
や
す
い
木
材
が
た
く
さ
ん
あ
り

発
見
も
遅
か
つ
た
が
、
風
下
の
北
と
西

側
は
水
田
ど
空
き
地
に
面
し
、
水
利
も

は
免
れ
た
。
五
泉
市
で
工
場
火
災
の
あ

っ
た
の
は
二
年
ぶ
り
。

五
泉
署
で
原
因
を
調
査
中
。

上
越
市
で
は

十
八
日
午
前

一
時
五
十
分
こ
ろ
、
上

越
市
仲
町
三
、
芸
者
小
林
静
子
さ
ん
雀

し
方
の
ふ
ろ
場
付
近
か
ら
出
火
、
三
階

建
て
住
宅

一
棟
約
五
十
三
平
方
解
を
全

蜂
τ
、
火
は
同
一
一時
二
十
？

」ろ
消
え

上
越
南
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
原
因

は
、
つ
け

っ
ば
な
し
に
な

っ
て
い
た
ガ

ス
ぶ
ろ
が
過
熱
し
た
た
め
ら
し
い
。

酒
酔
い
運
転
で

十
　
日
　
町

十
七
日
午
後
五
時
ご
ろ
、
十
日
町
市

新
座
地
内
の
市
道
で
五
暴

哭

員

会

社
員
五
十
嵐
春
樹
翁
し
運
転
の
普
通
乗

用
車
が
道
路
右
端
を
歩
行
中
の
同
市
新

住
宅
を
全
焼

高
校
生
は
ね
る

【
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

（米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
）
十
六
，
Ａ
Ｐ
＝
共
同
】
米

ス
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
学
は
十
六
日
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
新
し
い

素
粒
子
が
、
同
大
学
の
線
型
加
速
器
セ

ン
タ
ー
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ル
ッ
ク

ヘ
プ
ン
国
立
研
究
所
で
こ
の
ほ
ど
ほ
ぼ

同
時
に
発
見
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
バ
ー
ト
ン

・
リ
ク
タ
ー
教
授
と
ブ
ル
ッ
ク
ヘ
プ
ン

国
立
研
究
所
の
サ
ム
エ
ル
・
Ｃ

・
Ｃ
・

テ
ィ
ン
教
授
は
、
こ
の
日
の
共
同
記
者

会
見
で

「
こ
の
新
素
粒
子
は
、
わ
れ
わ

れ
が
知
っ
て
い
る
素
粒
子
と
は
違
っ
た

も
の
で
、
新
し
い
構
造
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
特
性
が
あ
る
の

命
に
研
究
し
て
い
る
最
中
で
、
こ
れ
ま

で
の
原
子
物
理
学
理
論
の
空
白
を
埋
め

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
新
素
粒
子
は
、
こ
れ
ま
で
で
最

高
の
エ
ス
ル
ギ
ー
出
力
を
持

つ
電
子
加

速
器
に
よ
り
、
電
子
と
そ
の
反
粒
子
で

あ
る
陽
電
子
と
を
ぶ
つ
け
る
実
験
を
」

て
い
る
う
ち
に
発
見
さ
れ
た
。
ス
タ
ン

私には日本

もっと難 い ２‐０

２２０

２３０

２４０

２５０

２６０

２７０

２８０

一≡
≡
三
≧
ュ
夢
夢
〓
夢
一Γ許
巨
計
旨
夢

座
、
高
校
生
村
越
好

一
さ
ん
全
じ
を
は

ね
、
左
ひ
ざ
替
折
な
ど

一
カ
月
の
重
傷

を
負
わ
せ
た
。

十
日
町
署
の
調
べ
で
は
、
五
十
】鳳
は

友
人
の
結
婚
式
に
出
席
、
ホ
ロ
酔
い
気

分
で
五
泉
に
帰
る
途
中
だ
っ
た
。

酒
酔
い
運
転

で
正
面
衝
突

栄
市
内
島
見
地
内
の
県
道
で
、

山
、
会
社
員
君
俊
次
雀
じ
の
普

車
が
前
の
車
を
■
い
赦
そ
う
ン

線
に
入

っ
た
レ
ｃ
こ
ろ
、
前
か
＾

所
、
一生
冨

田
中
章
二

さ
ん
（

通
乗
用
車
と

正
面
衝
突
し
、
一

ん
と
君
は

顔
な
ど
に

軽
い
け

た
。ま

た
、
田
中
さ
ん
の
車
に
日

い
た
岐
阜
市
長
森
ハ
作
業
員
下

十
七
日
午
後
二
時
四
十
五
分
こ
ろ
、

聾豊
宋
市
内
鳥
見
、
木
崎
■
使
局
前
の
県

道
で
新
潟
市
太
郎
代
、
大
工
高
橋
昭
三

全
こ
の
ラ
イ
ト
バ
ン
が
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
カ
ー
プ
を
中
が
り
切
れ
ず
対
向

車
線
に
入
っ
た
た
め
、
前
か
ら
来
た
新

潟
市
島
見
町
、
農
業
野
口
三
代
次
さ
ん

絶
し
の
普
通
乗
用
車
と
衝
突
し
、
両
方

の
車
と
も
前
部
を
大
破
し
た
。

景
栄
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
高
橋
は

仕
事
場
で
日
本
酒
を
コ
ッ
プ
ニ
杯
」
り
し

飲
ん
で
帰
宅
す
る
途
中
だ
っ
た
。
両
者

と
も
け
が
は
な
か
っ
た
。

あ
が
り
酒

五
人
け
が

追
い
越
し
か
け
正
面
衝
突

ら
女
性
の
全
裸
死
体
が
発
見
さ

件
で
被
害
者
の
身
元
割
り
出
し

で
い
た
小
田
原
署
の
捜
査
本
部

日
、
殺
さ
れ
た
の
は
受
土
県
和

子
、
バ
ー
ホ
ス
テ
ス
上
好
多
喜

↑
じ
＝
写
真
＝
と
確
認
し
た
。

多
喜
子
さ
ん
が
行
左
不
明
に

五
日
後
の
十
五
日
ｒ
母
親
の
シ

々
五

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
研
究
で
は
、

陽
電
子
に
ぶ

つ
か
る
と
き
に
、

粒
子
が
顕
著
に
増
加
す
る
現
象

れ
た
と
い
う
ｏ

新
素
粒
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

電
子
晰
を
少
し
超
え
る
程
度
で

素
粒
子
は
ユ
轟
ろ
↓
兆
分
の

一

一
億
分
の
一
と
い
う
短
い
時
間

に
崩
壊

し
て

「
ハ
ド

ロ
ン
」

こ

や

フ

プ
ト
と

鍵

粒

呼
ば
れ
る
素
粒
子
に
な
っ
て
し

デ妹
こ
の
素
粒
子
つ
寿
命
は
、

質
量
を
持
つ
素
粒
子
に
し
て
は

上
に
長
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
象
いは
、
こ
の
素

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
新
し
い

統

一
理
松

わ
が

日

こ
れ
ま
で
も
新

粒
子
が
次
々
に
楽

て
き

た
が
、
今
彦

タ
ン
フ
オ
ー
ド
、
ブ
ル
ッ
ク

ヘ

よ
び
イ
タ
リ
ア
の
フ
ラ
ス
カ

ッ

発
見
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

の
と
は
大
き
く
違

つ
た
性
質
の

で
あ
り
、
従
来
の
さ
ま
ざ
ま
に

れ
た
素
粒
子
理
論
を
統

一
的
に

き
る
新
し
い
理
論
誕
生
の
手
螺

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、

の
素
粒
子
論
学
者
も
極
め
て
高

し
て
い
る
。
　
　
一

電
子
と
陽
電
子
八
プ
ラ
ス
＾

持
つ
電
子
）
を
責］
速
で
衝
突
六

し
い
粒
子
を
生
み
出
す
実
験
け

加
速
器
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

フ
ォ
ー
ド
入
学
の
長
さ
三
千
一

線
型
加
速
器
で
の
実
験
が
最
ム

れ
て
い
た
。
こ
と
し
六
月
と
一

タ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ

ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
に
関
す
る
一

際
会
議
に
出
席
し
た
中
村
誠
十

教
授
に
よ
る
と
、
既
に
ス
タ
ン

ド
大
の
加
速
器
で
発
生
し
た
新

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
布
が
従
華

で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

れ
て
い
為

今
回
の
発
見
は
ヽ
そ
の
後
、

器
で
の
実
験
を
さ
り
に
進
め
て

た
も
の
で
、
プ
ル
ッ
グ
ヘ
ブ
ツ

様
の
書

が

出
な

ど

Ｌ

狩

中
村
教
授
の
と
こ
ろ
へ
も
電
錦

が
あ
っ
た
，いい
■

新
茎
社
千

て
ま
だ
命
名
は
さ
れ
て
い
な
い

被
害
女
性
の

身
元
わ
か
る

箱
根
仙
石
原
の
全
裸

”
今
月
神
奈

鶴
緋

コの飼育許可手数料陶‖

、徴収を計画
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土
砂
崩
れ
国
道
埋
没

小
千
谷
１
１
７
号
線
不
通
に

十
八
日
午
前
二
時
四
十
分
ご
ろ
小
千

谷
市
上
片
貝
地
内
の
山
で
、
長
さ
七
十

房
、
高
さ
三
炉
に
わ
た
り
土
砂
崩
れ
が

発
生
、
こ
の
た
め
国
道
１
１
７
号
線
に

土
砂
約
二
千
立
方
房
が
押
し
出
し
、
同

国
道
は
通
行
止
め
と
な

っ
た
。
人
畜
に

初
害

は
な
か

っ
た
。

小
千
谷
士
木
事
務
所
で
復
旧
工
事
に

当
た
っ
て
い
る
が
、
復
旧
は
十
八
日
い

か
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
素
粒
子
が
突

然
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
興
奮

さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
だ
」
と
述
べ
た
。

こ
の
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
新
素
粒

子
に
つ
い
て
は
理
論
的
に
も
解
朋
さ
れ

て
お
ら
ず
、
現
在
、
理
論
物
理
学
者
た

ち
が
、
こ
れ
ま
で
の
素
対
子
論
の
ワ
ク

の
な
か
で
と
ら
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
懸

「
（笑
っ
て
）
新
潟
は
持
に
米
と

魚
が
お
い
し
い
で
す
ね
。
サ
ハ
リ
ン

の
米
は
、
輸
入
す
る
の
で
し
ょ
う
け

ど
す
ご
く
ま
ず
い
。
だ
い
た
い
日
本

料
理
お
い
し
い
で
す
ね
。
私
、
自
分

で
は
作
れ
な
い
の
で
、
ア
パ
ー
ト
で

は
パ
ン
で
す
。
サ
ハ
リ
ン
の
ご
ち
そ

う
は
、
ポ
ル
シ
チ
と
ピ
ロ
シ
キ

（
な

る
ほ
ど
こ
の
発
音
は
、
ク
イ
ン
ト
イ

ッ
ク
ス
で
あ
っ
て
ク
イ
ン
ト
リ
ッ
タ

ス
で
は
な
い
）
く
ら
い
の
も
の
で
す

か
ら
ね
」

―
サ
ハ
リ
ン
は
も
う
か
な
り
寒
い

の
で
し
ょ
う
ね
。

「
雪
が
降
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

一
月
、
二
月
は
零
下
三
十
度
に
も
な

る
ん
で
す
よ
。
家
の
中
で
は
ベ
チ
カ

を
た
い
て
、
外
で
は

ソ
リ
や

ス
キ

ー
、
ス
ケ
ー
ト
で
遊
ぶ
ん
で
す
」

新
潟
駅
前
、
資
石
ビ
ル
一
時
の
事

務
室
に
た
っ
た
一
人
で
い
る
。
夕
方

か
ら
一
週
ニ
ロ
は
日
ソ
協
会
新
潟
支

部
主
催
の
ロ
シ
ア
語
講
座
で
先
生
を

動
め
、
そ
の
他
の
日
は
お
花
「
お
茶

の

生
徒
に

な
る
。
休
日
は
た
い
て

い
、
東
京
の

お
姉
さ
ん

の
所
へ
帰

る
。
新
潟
の
休
日
を

一
緒
に
楽
し
む

男
性
が
）
た
い
な
い
。
夕
“か
挑
戦

ｔ
て
み
ま
せ
ん
か
、
ロ
シ
ア
語
に

全
く
新
し
い
構
造

米
の
大
学
な
ど
伊
も
飛
跡
撮
影
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一
さ
ん
貧
し
が
顔
に
軽
い
け
が
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用

一
新
崎
、
同
猿
渾
勝
さ
ん
つ
し
が
両
足
、

３０

‐―
―――
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刹
向
車

一
豊
栄
市

笹
山
、
農
業

竹
内
松
二
郎
さ

木
た
同

一
ん
■
し
が

顔
な
ど
を
一頭
く

打

っ
て
重

４０

１

１
１
‐‐

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

　

　

　

）の
三

傷
。

さ

一　

員
は栄
署
の

調
べ
に

よ
る
と
、
君
は

５０点
ョ
■
覆
一一一一一彗
蓮
留
謳
翼
一ヨ‥
‥
‥
　
　
　
　
　
　
‐―
‐―
‐　
　

　

　

　

浄．し誦
螺
得
写
繰
型
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『却一　　でこ昨ｉ出鴛烈空入　栄　一ぃな」」呻［瞥】̈難」「蹂」は一一。

十
七
日
午
後
二
時
四
十
五
分
こ
ろ
、

‐００̈‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐一一一̈̈
一̈一一一中̈̈一一一　一̈け」一一一̈̈̈
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＝
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Ⅲ
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Ｉ Ｉ ‐

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ Ｉ
Ｉ

Ⅲ

＝

Ⅲ

＝

― ― Ｉ

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

＝

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

＝

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

＝

＝

＝

＝

呻
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
―――
＝
＝
＝
＝

「
（
笑

っ
て
）
新
潟
は
持
に
米
と

・集
が
お
い
し
い
で

す
ね
。
サ

ハ
リ
ン

の
米
は
、
琉
入
す
る
の
で
し
ょ
う
け

ど
す
ご
く
ま
す

い
。
だ
い
た
い
日
本

料
理
お
い
し
い
で

す
ね
。
私
、
自
分

で
は
作
れ
な
い
の
で
、
ア
パ
ー
ト
で

は
パ
ン
で
す
。
サ

ハ
リ
ン
の
ご
ち
そ

う
は
、
ポ
ル
シ
チ
と
ピ
ロ
シ
キ

（
な

る
ほ
ど
こ
の
発
音
は
、
ク
イ
ン
ト
イ

ッ
ク
ス
で
あ

っ
て
ク
イ
ン
ー、
リ
ッ
ク

ス
で
は
な
い
）
く
ら
い
の

も
の
で
す

か
ら
ね
」

―
サ

ハ
リ
ン
は
も
う
か
な
■
寒
い

の
で
し
ょ
う
ね
。

「
雪
が
卜
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
。

一
月
、
二
月
は
零
下
三
十
嘔
に
も
な

る
ん
で
す
よ
。
家
の
中
で
は
ベ
チ
カ

を
た
い
て
、
外
で
は

ソ
リ
や

ス
キ

ー
、
ス
ケ
ー
ト
で
遊
ぶ
ん
で
す
」

新
潟
駅
前
、
帝
石
ビ
ル

一
時
の
事

務
室
に
た
っ
た

一
人
で
い
る
。
夕
方

か
ら
、
週
二
日
は
日
ソ
‘
会
新
滉
支

部
主
催
の
ロ
シ
ア
語
講
座
で
先
生
を

勤
め
、
そ
の
他
の
日
は
お
花
ヽ
お
茶

の

生
徒
に

な
る
。
体
日
は
た
い
て

い
、
東
京
の

わ^
姉
さ
ん

の
所

へ
帰

る
。
新
潟
の
休
日
を

一
緒
に
楽
し
む

男
性
ご
一た
い
な
い
。
だ
れ
か
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
、
ロ
シ
ア
語
に

わ
が
国
の
学
者
も
高
く
評
価

こ
れ
ま
で
も
新
し
い
素

粒
子
が
次
々
に
発
見
さ
れ

て
き
た
が
、
今
度
の
米
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ブ
ル

ッ
ク

ヘ
ブ

ン
お

よ
び
イ
タ
リ
ア
の
フ
ラ
ス
カ

ッ
チ
で
の

発
見
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
も

の
と
は
大
き
く
達

っ
た
性
資
の
素
粒
子

で
あ
り
、
従
来
の
さ
ま
ざ
ま
に
入
り
乱

れ
た
素
粒
子
理
論
を
統

一
的
に
説
明
で

き
る
新
し
い
理
論
誕
生
の
手
掛
か
り

に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
わ
が
国

の
サ
爾
芋
論
学
者
も
極
め
て
一ワ
、評
価

し
て
い
る
。
　

　

一

電
子
と
陽
電
子

〈
プ
ラ
ス
の
電
荷
を

持

つ
電
子
）
を
高
練
で
衝
突
さ
せ
て
新

し
い
粒
子
を
生
み
出
す
実
験

は

各
国
の

加

選
器
で

何
わ
れ
一ヽ
い
る
が
、
ス
タ

ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
長
さ
三
千
二
百
層
の

線
型
加
速
器
で
の
実
験
が
最
も
注
目
さ

れ
て
い
ンヽ

）
）と
し
六
月
と
七
月
に
イ

タ
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
一ゞ
行
わ
れ
た
一̈
向
エ

ネヽ
ル
ギ
ー
物
理
学

に
関
す
る
二
つ
の
国

際
会
議
に
出
席
し
た
中
村
誠
太
郎
日
大

教
授
に
よ
る
と
、
既
に
ス
タ

ン
フ
オ
ー

ド
大
の
加
速
器
で
発
生
し
た
粒
子
の
数

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
“
が
従
来
の
知
識

で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
た
。

今
回
の
発
見
は
、
そ
の
後
、
同
加
速

器
で
の
実
験
を
さ
ら
に
進
め
て
確
認
し

た
も
の
で
、
ブ
ル
ッ
ク
ヘ
ブ

ン
で
も
同

様
の
結
果
が
出
た
こ
と
は
、
数
日
前
、

中
村
教
授
の
と
こ
ろ
へ
も
電
報
で
連
絡

が
あ
っ
た
と
い
２

新
素
粒
子
に
つ
い

て
ま
だ
命
名
は
さ
れ
て
い
な
い
が
中
村

教
授

に
よ
る
と
、
中
性
の
弱
い
相
互
作

用
を
も

つ
中
間
子
の

一
種
で
あ
り
、
陽

子
の
約

二
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、

寿
命
が
常
識
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

り
百
倍
も
長
い
こ
と
か
ら
、
全
く
新
し

い
型
の
素
粒
子
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
・２

そ
し
て
、
こ
の
と
こ

ろ
停
滞
気
味
の
素
粒
子
論
が
、
こ
う
し

た
実
験
の
も
た
ら
す
成
果
を
手
掛
か
り

に
、
再
び
動
乱
と
飛
理
の
時
代
に
入
る

の
で
は
な
い
か
と
同
教
授
は
語

っ
て
い

フつ
。ま

た
、
西
島
和
彦
東
大
教
授
も

「
こ

れ
ま
で
の
常
識
か
ら
全
く
は
ず
れ
た
性

質
の
素
粒
子
が
み

つ
か

っ
た
わ
け
で
、

統

一
的
な
理
論
を
考
え
る
■
で
ヽ
め
て

お
も
し
ろ
い
発
見
た
」
と
十り
く
評
価
し

て
い
る
。

「
‐

２７

１

‐‐‐―聖
”、
も
　
．写
な
ん
て
、
こ
の
人
に
は
な
い
代
わ
　
す
。
こ
の
学
科
で
す
と
、
日
本
よ
リ
　
セ
ン
ト
の
違
い
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
　
の
時
代
劇
見
る
の
好
き
な
ん
で
す
け

「̈
　
　
　
Ｉ
Ⅲ
Ｉ
間
違
　
リ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
リ
ン
の
方
が

一
一ん
で
る

み
た
　
ん
し
、　
″通
る
″
と
■
■
す
べ
き
な
　
ど
、
つ
な
り
な
い
言
葉
た
一ζ、さ
ん
出

Ψ
‐

２８０

１１
‐――‐
ご
と
も
　
　
「
茨
城
の
甲
学
へ
入
っ
た
の
で
す
　
い
。
口
一語
の
試
摯
は
半
分
く
ら
い
で
　
の
が

″政
る
″
に
な
っ
た
り
す
る
ん
　
て
き
ま
す
な
。
昔
、
日
本
で
は
チ
ョ

Ｆ̈
　
　
　
‐
Ⅲ
　
　
　
　
が
日
本
語
党
・ろ
る
の
に
精
一
杯
で
し
　
）三
′・́の
か
な
あ
」
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
た
か
ら
、
東
京
で
通
訳
し
て
　
ン
マ
グ
結
っ
て
て
、
上
下

（
か
み
し

日
１

９０

１１
１‐‐‐
ま
れ
育
　
ル́ヽ

一
月
半
で
か
た
こ
と
く
ら
い
話
　
　
―
い
ま
、
お
上
手
じ
ゃ
な
い
で
す
　
ル‘
）
つ
、
私
の
日
本
語
を
日
本
語
に
　
も
）
者
て
、
刀
で
戦
っ
た
な
ん
て
こ

ｍ　
　
２
　
　
Ⅲ
”
歳
の
　
せ
た
で
し
ょ
う
か
。
土
浦
の
高
校
へ
　
・か
、
日
本
語
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
訳
す
人
が
も
う
一
人
付
い
た
り
し
ま
　
と
日
本
へ

来
て
初
め
て

知
り
ま
し

「
Ｐ

３００

‐「
則
中
は
辞
　
は

，
な
わ
凛
一
摯
絆
¨
卸
申
ｒ
」
輩
　
″
一
い
、Ч
、″制
一ん葬

，′ ま牢
″
〔
〃
た
　
し

（ た中
を
輝
か
し
て
）
私
、
テ
レ
ビ
　
裁
¨
コ
ーナ ノ、
型
”
い
ｍ
ｕ
¨
融
『
』
は

劇
は

ほ
ん
と
に

珍
し
い
。
そ
れ
で

ｗ財
語
よ
り
簡
単
か
ヽ
」
　

語
ぃ

本

難

に

　

も

Ｔ
　
　
　
Ｉ
‐ｌＬＩ
　
福
爾
醸
鞭
圏
園
国
繭
繭
翻
独
＝
織
無
畢
一構
一鴇
，
一
一＝
一一一一耕
翻
騨
繊
耐
齢
翻
轍
躙
欄
静
聾
驚
一織
＝
一
一
計
轍
爾
騨
脚
難
輔
　
つ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
家
の
き

［　

　

０

　

　

＝

川
３５
‐‐‐‐‐‐‐‐一一鶉
隋
嘔
岬
鰺
騨
鑢
珈
刀
冬
濶
輔一箋
仁
鰈
　
私

叩頸
蒻
鶉
珈
一一一魃
徳
鮨
一儡
嚢
一̈運

Ｗ
４００ｍ
鐵
．難
一一一一一一出一一騨
難
製
轟
赳
眩
隕
炒
頸
量
は
陪
隕
」―面
自
い
も
の
見
つ
か
り
ま
し
た

・
Ｒ

ニ
フ
ー
セ
ン
博
士

（以
上
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
）
の
ほ
か

ロ
ー
レ
ン
ス

・
バ
ー
ク
レ
ー
研
究
所
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
チ
ノ
ウ
ス
キ
ー
教
授
、
ガ
ー
ソ
ン

・

ゴ
ー
ル
ド

ハ
バ
ー
教
授
、
ジ

ョ
ー
ジ

・

Ｈ

・
ト
リ
リ
ン
グ
教
授
で
、
ブ
ル
ッ
ク

ヘ
ブ
ン
研
究
所
の
ス
タ

ッ
フ
は
テ
ィ
ン

教
授
の
ほ
か
Ｙ

・
Ｙ

・
リ
ー
博
士
お
よ

び

マ
サ
チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
エ
科
大
学
の
Ｕ

・
Ｊ

・
ベ
ッ
カ
ー
博
士
、
ミ
ン

・
エ
ン

博
士
ら
の
教
授
が
含
ま
れ
て
い
る
。

◇

【
ロ
ー
マ

十
六
日

ロ
イ
タ
ー
＝
共

同
】
イ
タ
リ
ア
の
フ
ラ
ス
カ

ッ
チ
ロ
立

研
究
所
は
十
六
日
、
同
研
究
所
の
電
子

加
速
器
で
、
新
し
い
素
粒
子
の
存
在
を

確
認
、
そ
の
飛
跡
の
写
市
撮

影
に
成
功

し
た
と
発
表
し
た
。
　

　

　

・

こ
の
新
し
い
素
粒
子
は
、
数
日
前
、

米
国
の
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
と
ブ
ル

ッ
ク

ヘ
フ
ン
ロ
立
研
究
所
で
発
見
さ
れ

た
の
と
同
じ
も
の
で
、
三
十

一
億
電
子

萌
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

っ
て
お
り
、
平

均
的
に
長
い
寿
命
を
持

っ
て
い
る
。

こ
の
素
粒
子
の
発
見
以
来
、
世
界
中

で
そ
の
存
在
の
確
認
が
試
み
ら
れ
て
い

た
が
、
同
研
究
所
は
数
百
枚
の
鮮
明
な

写

菫
撮

影
に
成
功
し
た
。

県
は
治
療
費

全
額
負
担
を

山
梨
で
大
腿
筋
短
縮
症
会
議

【
甲
府
】
大
腿
四
頭
筋
短
縮
症
の
子

供
が
大
量
発
生
し
て
い
る
山
梨
の
同
症

救
済
対
一穴△バ議
（加
賀
羊
貞
亜
〓』長
）

第
一一回
総
△か
十
七
日
、
里
府
市
で
自

主
検
診
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
同
症
の
患

者
や
両
親
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
午
前
九
時
か
ら
、
高

橋
眺
正
東
大
病
院
講
師
ら
協
力
医
師
団

の
弊
形
外
科
、
小
児
科
の
医
師
十
人
が

百
四
十

四
人
を
診
察
、
新
た
に
百
十
人

が
同
症
と
診
断
さ
れ
た
。
現
Ｉ
同
県
で

は
県
当
局
が
四
十里

一十
八
人
と
全
国

一

の
患
者
数
を
確
認
し
て
い
る
。

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
総
会
で
は

マ
ッ

サ
ー
ジ
無
料
化
な
ど
治
療
責
の
全

担
を
合
め
救
済
対
策
強
化
を
県
に
求

る
こ
と
を
決
め
た
。
最
初
に
同
症
の

量
発
生
の
見
つ
か

っ
た
同
県
南
巨

鰍

沢
町
の
親
は

「来
年
は
同
症
の
子
供

が
何
十
人
も
小
学
校
に
入
学
す
る
。
教

育
環
境
を
聾
備
し
て
生
涯
保
障
を
確
立

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
た
。

高
橋
講
師
は
講
演
の
中
で
①
証
拠
保

全
し
た
カ
ル
チ
の
検
討
は
終
わ

っ
て
い

な
い
が
、
大
部
分
の
例
は
注
射
の
必
要

が
な
か

っ
た
②
注
射
の
仕
方
か
注
射
液

が
原
因
か
は
動
物
実
験
を
待
た
な
い
と

わ
か
ら
な
い
③
責
任
追
及
の
際
は
因
果

関
係
だ
け
で
一与
く
注
射
で
点
数
の
か
せ

げ
る
健
保
な
ど
社
会
的
事
（
仕
も
追
及
す

べ
き
だ
―
と
強
調
し
た
。

手
配
の
横
領
男
　
亀
田
署

千
葉
県
で
逮
捕

は
半務
上

横
領
の
疑
い
で
指
名
手
記
山
の
秋
田
県

生
ｔ几
住
所
不
定
、
田
村
一爛田不
こ
を

十
六
日
夜
、
千
葉
県
内
で
逮
捕
し
た
。

同
暑
の
調
べ
に
よ
る
と
、
田
村
は
昨

年
八
月
か
ら
本
年
八
月
ま
で
、
自
分
が

経
理
係
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
新
潟
市

の
運
送
会
社
の
預
金
百
六
十
万
円
を
引

き
出
し
て
逃
げ
て
い
た
。
こ
の
ほ

か
同

運
送
会
社
名
義
で
小
切
手
を
振
り
出
し

た
り
集
金
し
た
運
賃
な
ど
数
百
万
円
を

ご
ま
か
し
て
い
た
疑
い
も
あ
り
、
同
署

で
追
及
し
て
い
る
。

■新潟日報ニュース………・・43-1111
■大和新潟店のご案内……・43-2222
■小林百貨店のご案内……・43-3333

罐繁霞1務鑓業参_,1:=:子::
■今晩のお献立て……………43-2211
■釣り情報…………………・・43-1155
■女性医学教室・・…………・43-2121
■お知識 します旅の巻・暮しの943-3311
■ミュージックメイト…… 43-1313
■リズム&リ ズム・:・・………43-5555
■なつかしのにットメロデイ…43-5511
■芸能アラカル ト…………・43-1133
ロラフラフ専科 (ノガミ)……43-1122
■中古専情報・………………43-2233
日あなたの運勢………Ⅲ……43-2525
■求人1青報…… …………… 43-5151
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